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ルワンダ王国の初穂儀礼



















1 Umutsima（-tsima 3, 4）は、雑穀やマニオクを粉にして煮て水分を蒸発させた
ペースト状の食物、あるいはそれが乾燥してパン状になったもの（Coupez et 
al. 2005: 2597）。フランス語で pâte、pain、polenta、英語で gruel等と訳され
ている。本稿ではポレンタを使うが、引用では原著者の訳語を適宜尊重する。
2 名詞 umugaruna（-ganura 3, 4）は、「最初の収穫」と「ソルガムとシコクビエの
初穂を食べる儀礼」を指し、動詞の-ganur-は「収穫を初めて食べる」と「ソルガ






























ちが起こした Rucunshuのクーデタ（宇野 2007: 137）によって 15歳で即位











































化が始まり 1930年から行われなくなった（Gahama 2001: 359–360）。
6 「シコクビエ（uburo）」： -ro 11, 14。フランス語は éleusine。イネ科オヒシバ属
の Eleusine corocana （L.） Gaertner.（Troupin 1987: 244, 245）。
7 「ソルガム（amasaka）」： -sakaは-shaka 5の複数形。イネ科モロコシ属の Sor-
ghum bicolor （L.） Moench, syn. S. caudatum Auct. non Sta. 総称的な名称で、数十
の「品種」を含む。ルワンダのほとんどどこでも生え、穀粒を粉にして煮て食べ
たり、ビールを醸造する（Troupin 1987: 375–376; Coupez et al. 2005: 2057, 2155）。
8 isogi: -sogi 9i, 10i。フランス語で épinard「ほうれん草」と訳される（Pagès 1933: 
199–200）。フウチョウソウ科（Capparaceae）の Gynandropsis gynandra （L.） 
Briq.（Troupin 1978: 313）。茎と葉をインゲンマメなどと一緒に煮て食べる。
苦味がある（Coupez et al. 2005: 2322）。
9 「食用ヒョウタン（inzuzi z imyuungu）」： inzuzi （-yuzi 11, 10）はヒョウタン
（Lagenaria siceraria）の類を指し、実の形は非常に多様で、食用と容器用があ
る（Coupez et al. 2005: 2820; Troupin 1983: 458）。imyuungu （-uungu 3, 4）は、
inzungwane （-ungwane 11, 10）というヒョウタンの若い毛深い実で、甘い
（Coupez et al. 2005: 2706, 2705）。
10 「四つの最も古い作物」（imbuto nkuru）： -buto 9, 10は「種子、苗、挿し木など、
蒔いたり植えたりするものすべて」を指し、-kuru「古い」という形容詞がつく
と、伝統的に最も古いと見なされている四種の食用作物の総称となる（Coupez 













される Ruganzu II Ndori王が Bumbogoから導入し、初穂儀礼を始めたと































物起源説話にも登場した Ruganzu II Ndori王がフツの首長（ヒンザ）たち
から Bumbogoを奪った時、その一部を Tsoobeに与えたといわれる（Histo-
rique et chronologie du Ruanda 1956: 59; Vansina 2001: 64, 76, 87; Vansina 






始祖 Ntareとされる（Mworoha 1977: 255）。
12 Tsoobeに限らず、各儀礼王の領地はルワンダ王の地方行政官の管轄外だった
（Kagame 1952: 121; Maquet 1954: 125; Maquet 1961: 103）。
13 しかし、Nyagaheneが 1980年代に調査した Bumbogo地方のインフォーマント
















方、負け組の Rutarindwa王についた Konoの儀礼王は Kigali（Bumbogo）
の所領を Tsoobeに蚕食されたという（Nyagahene 1997: 549–550; Histo-
rique et chronologie du Ruanda: 58–59, 64–65）。
宮廷儀礼用の作物の栽培区域はかなり広く、Bumbogoの Nyabarongo川、
Base川、Conyonyo川、Cacika川に囲まれ、Muhondo丘、Huro丘、Mu-









14 Nyagaheneの 1980年代の全国調査によると、Swereリニジは Egaクランの大
リニジで、Bumbogo地方だけでなく、ルワンダの西部全体に広がっていて、内
部構成は 99.70%がフツ、0.27%がツチ（Tutsi）、0.03%がトゥワ（Twa）で






rasa、Musana、Mumbogoという王号を使ったという（Kagame 1947: 368, 








う（Kagame 1959: 64, note 1）。「Myakaの子孫」は初穂儀礼以外にも、「水
飼いの道」223、「戦争の道」29で蜂蜜や蜂蜜入りビールの提供、「水飼いの
道」923、「即位の道」900で王の播種儀礼の補佐をするが、それらの多くで
「Mumbogoの子孫」とペアで出てくる（宇野 2014: 148; d’Hertefelt & Coupez 































作る」の意味がある（Coupez et al. 2005: 2147）。次に出てくる藪に火をつける
ことの禁止と関係するか。
16 Egaクラン Swereリニジのフツ王の宮廷に Zigabaクランの儀礼家がいたという
こと。その解説が次の文章で行われる。





























































21 ［1］「kaanama月」：ルワンダ陰暦十二月。西暦 8, 9月頃。大乾期の最後の時期
に当たる。





の主殿は直径 14–16 mあり、先代の Kigeri IV Rwabugiriを祀り、王母の睡眠場所




















24 ［11］「Tsoobeが鍬を持ってくる」：ここと 15行目の Tsoobeは Tsoobeの儀礼王。
25 ［12］「umwifuuzo（-ifuuzo 3,4）」： ルワンダ西部の Gisenyi、Cyangugu、Ki-
bungoなどの地方に見られるウルシ科（Anacardiaceae）の喬木 Pseudospondi-





27 ［13］「Buberukaの鍬」： Buberukaは Byumba県と Ruhengeri県にまたがる地
方。西の Burera湖と Ruhondo湖、北東の Rugezi沼、南の Kabuye山地と
Mushongi山地の間の山がかった地方で、Mushongi山地の Nganzoに王家の鉄
鉱山があった（d’Hertefelt & Coupez 1964: 448, 477）。
28 ［27］ 「牛飼いの火を焚く（bagacaanira）」：屋敷の庭などで牛をアブや蚊から煙
























ganzu II Ndoriに罰された Bacukuがルワンダ王の即位毎に Bum-
29 Guturutsa： 動詞-turuts-は、辞書には「季節で初めて 12月～1月のソルガム


























ビエとソルガムの入った約 20 kgの荷物を 4月（werurwe月）のう






われる（Pagès 1933: 294–297; Bourgeois 1957: 139）。なお、Cukuという名のリ
ニジは Sindiクランと Geseraクランの両方にあり、両方とも Cyanguguにいる






















33 Cyirima II Rujugiraは 18世紀ころのルワンダ王。植民地時代初期の宮廷祭祀に
おける彼の位置ついては、宇野 2015a: 116注 22を参照。
34 「Egaクランの Kongoriリニジ」：「初穂の道」をはじめ秘典には登場しないこのリ
ニジは、ルワンダ宮廷の占い師・除厄師を供給した（Delmas 1950: 118, 131–133; 
Pagès 1933: 390; Bourgeois 1957: 23–24）。王の唾液を使う占い師はこのリニジの
ツチからのみ選ばれたといわれる（Arnoux 1918: 6）。Nyagahene（1997: 422）の
1980年代後半の調査では、このリニジはフツが 12%、ツチが 88%だった。
35 「Singaクランの Cumbiリニジ」：悪霊払い・敵の無力化を専業とする下級儀礼
家を王室に供給した（Delamas 1950: 162–164; Pagès 1933: 391; 宇野 2007: 131）。
36 「吉相の植物」： ikibonobonoはアカネ科の低木 chassalia subochreataまたは同
科ボチョウジ属の数種の高木 psychotria div. Spp. （Troupin 1985: 153, 206）。
umucoroは不詳。umutabatabaは umutabaとも言い、クワ科イチジク属の木
cus ingens var. ingens（Troupin 1978: 146; 宇野 2012: 52; 宇野 2014: 146）。















































38 chef Rwigemera EtienneはMusinga王の子。その母érèse Nyirakabugaは Ega




の後継者Mutara III Rudahigwa（在位 1931–1959）を産んだ Kankaziなどがいた。
KankaziもNyirakabugaもMusinga王の母方イトコにあたる（Delmas 1950: 91, 







りする（Coupez et al. 2005: 1219）。
43 ［41］ 「仕切り壁（inzuugi）」：（-giの pl.）家の入口を閉じるのに使う筵状のもの
で、入口の柱に結び付ける。あるいは竹で編んだパネルで、柱の間に押し込ん












二つの icyibo籠 45のなかで練る（bakavuga）。 
パピルス（ingore）製の小さな籠だ。 
夜、牛軍「尊敬すべき者たち」46を呼んで、 






1955: 291, pl. 33, g. 211, p. 213; Pauwels 1969: 86, g. 9, p. 95, g. 18）。
45 ［52］「icyibo籠」：葦とパピルス皮で作った円筒形の籠で、料理済みの食糧を入
れる（Coupez et al. 2005: 986）。粉は籠の中で練るだけで煮てないことに注意。
46 ［54］ 「尊敬すべき者たち」（Iinyubahiro）： Cyirima II Rujugiraが作ったと言われ
る。この牛軍および牛軍 Insanga（351行目）はHeekaリニジが管理し、この
牛軍で王権雄牛を育て、「即位」させた（Kagame 1961: 12–13, 41–42; Kagame 
1947: 369; Kagame 1963: 16–18）。
47 ［55］「エリスリナ（umuriinzi）」： umukoともいう。マメ科の Erythrina abyssi-
nicaで、高さ 2–10 m､ ルワンダのどこにでも見られ、垣根や木蔭用に植えら
れ､ 材木は軽く、多孔質で、容器（壺、皿、小箱）や太鼓に使われる（Troupin 
1983: 83–84）。枝にトゲがあり、花は赤い（Coupez et al. 2005: 1309）。Ryan-
gombeが水牛に突き殺されたとき、この木にしがみついたとされ、Ryangombe
祭祀で守護者の象徴として使われる。
48 ［55］「inkongooro壺」： -koongooro 9, 10.「少量のミルクを飲んだり、乳量が多




［60］ そして彼の Egaクランの妻 50も、 
―彼女は月経中でない― 
四回見る（akaror）。 










49 ［58, 62］「見る（akaror）」： 52行目で粉を練った二つの icyibo籠の中を見るの
だろうが、見るだけで、中の物を食べるとは言っていないことに注意。
50 ［60］「彼の Egaクランの妻」：上記の Bourgeoisの説明中の chef Rwigemeraの
母 Nyarikabugaに相当する。
51 ［63］「igicuba壺」：牛乳を貯蔵したり水を汲んだりするのに使う数リットル入
りの大きな木製の壺、あるいはそれより小さい牛乳入れの壺（Coupez et al. 
2005: 324–325）。
52 ［64］「寝台の棚（musego）」：（-sego 3, 4）寝台の上部が伸びて棚になっている
（Coupez et al. 2005: 2115。
53 ［65］「王権金槌 Nyarushara」： Nyarusharaは王権金鎚の筆頭で、毎夜、王はこ
れを枕の下に敷くか、寝台に隣接する棚に置いて寝た。そして毎朝、王の起床
の太鼓が鳴る時に、王は王権金槌に触れなければならなかった（Pagès 1933: 
494; Delmas 1950: 40; 宇野 2013: 94, note 21; 宇野 2014: 137, note 64）。
54 ［63］「Iintarindwa軍」：（-tarindwa 9,10）「近寄り難い者たち」の意。Cyirima II 
Rujugiraが作った軍で、北部や東部の辺境に駐屯したが、19世紀にツチ（戦
士）部門がなくなり、残ったフツ部門は宮廷の雑用をするようになったという
（Kagame 1963: 104–106; d’Hertefelt & Coupez 1964: 462）。宮廷で占いのための





















































56 Delmasによると、Cyirima II Rujugiraの子孫に Bananaリニジがあり、1950
年頃の現役首長の親の世代に Paul Nturoという人がいた（Delmas 1950: 69）。
それがここの Nturoかどうかは不詳。Nyagaheneの Nyiginyaクランのリニ
ジ・リストには Abanamaはあるが、Anananaはない（Nyagahene 1997: 494）。
57 Kiragutseは、19世紀末～20世紀中頃にあった四つの王権太鼓のうちで最も若
い太鼓で、Kigeri IV Rwabugiriが作った（宇野 2011: 97）。
58 -iishywa 3, 4はウリ科のニガウリ（Momordica charantia et foetida.）で、花は緑




し、血を集めて Karinga鼓に塗る（Bourgeois 1957: 427–428）。
ルワンダ宮廷での行事が増えるにつれて、「初穂の道」は、Bourgeoisの説
明と大筋で補完し合いながら、詳しくなる：




















-geni 1,2は「その日に結婚する娘」（Coupez et al. 2005: 576）。上述の Bourgeois
の「Cyirima王の霊のために娶られた妃」に相当。316で王と儀礼的に性交す
る。
61 ［83］「酸敗したバター（amavuta y inturire）」：料理に使い、特にツチはこれを
好み、インゲンマメやグリンピースの味付けをしたりソースを作ったりする





























飾る道」128（宇野 2011: 108）、「即位の道」882（宇野 2013: 115）、「水飼いの





















































68 ［153］「ikidakombwa壺」：（-dakoombwa 7, 8）非常に広口の壺で、初穂祭用
だったらしい（Coupez et al. 2005: 376）。
69 ［154］「バター攪拌器を吊るすネット（njiishi y igisaabo）」：バター攪拌器（-saa-
bo 7, 8）は、牛乳を入れてチャーニングしてバターを作るための大型のヒョウ
タンないし土器（Coupez et al. 2005: 2047）。「初穂の道」の他に「即位の道」
860、945で喪明け儀礼と王国再生儀礼に使われる（宇野 2013: 113, 119）。jiishi 
9, 10は、バター攪拌器などを吊すのに使うネットで、漁網に似る。搾乳時に雌
牛の後肢を縛ったり王権太鼓を Cyirima祠の棚に固定したりする綱も jiishiで
ある（Coupez et al. 2005: 1152）。
―342―
［155］ 手摘み 70の urukangaga草 71で編んだ台座の輪（urugata）とともに。






















使わず手で摘んだ（d’Hertefelt & Coupez 1964: 311 #155）。
71 ［225］ urukangaga: カヤツリグサ属の Cyperus latifolius Poiret、多年生草本植
物、高さ 0.5–3 m、沼、湖岸、水に浸かった土地に生える（Troupin 1987: 
4469）。それで編んだ台座に壺を乗せて安定させる。























73 ［185］「Buhangaの intango壺」： Buhangaはルワンダ北部の Ruhengeri地方の
平地で、Mukungwa川の西、Nyamuteraの北にある。ルワンダ王国の神話的始
祖の Gihanga王が住んでいたとされる（d’Hertefelt & Coupez 1964: 449）。
-tango 9, 10は非常に大きな土製の壺で、祭で大勢が飲むビールを作るのに使う
（Coupez et al. 2005: 2438）。「初穂の道」ではここにしか出てこず、使途は不明
だが、「水飼いの道」414では湯沸かし、「火の道」178–208では窯として使われ
























76 ［194］「Igikondo輪」：（-kondo 7, 8） マメ科の草 umuharakuukuの繊維で編んだ
小さな輪で、回りを葦の皮で巻いてある。有害な霊を祓ったり種子の豊穣を確
保したりする呪符として使われた（d’Hertefelt & Coupez 1964: 312）。





野 2012: 69, 82注 116）、「即位の道」865（宇野 2013:114）参照。また、「戦争の
道」73では、王が自分の代りに戦争に行く遠征将軍に、勝利の赤い首飾りとウ
サギの尻尾を持たせる（d’Hertefelt & Coupez 1964: 160–161）
79 ［201］「入口の庇の支柱（kaanangazi）」：（-aanangazi 9/12）家の入口の敷居
（-tabo 7, 8）の上にかかる庇（-hamo 11）を支えるために敷居の中央に立てる
柱（Coupez et al. 2005: 48, 737, 2395）。
































82 ［208］「Rugina（-gina 9/11）」： Bumbogoの Egaクラン Swereリニジのフツ王
が初穂と一緒に宮廷に送った蜂蜜ビール（Bourgeois 1957: 426, cf. Coupez et al. 


























す」だが、ここでは意味をなさない。d’Hertefelt & Coupez 1964: 312によると、
儀礼に複数回参加したことのある彼らのインフォーマントは、羽毛を置くよう
に穂を置いたと説明したという。
84 ［230］「炉の支脚（amashyiga）」：（-shyiga 5, 6）炉の中に正三角形に置いて鍋を

















85 ［233］ umurembe （rembe 3, 4）：この植物名は Troupinによると、（1）イイギリ
科（ないしアカリア科）の Dasylepis racemosa （Troupin 1983: 430）、（2）シナ
ノキ科グレウィア属の Grewia mildbraedii （Troupin 1983: 370）、（3）ガガイモ
科（Asclepiadaceae）のオオカモメヅル属（Tylophora）の Tylophora sylvatica 
DECNE（Troupin 1985: 118）を指す。Coupez et al.は「トゲなしに異常に生長
するトゲ植物」という語義を掲げ、Troupinの（2）（3）を挙げている（2005: 
1892）。d’Hertefelt & Coupezは-tobotoboの変種とする（1964: 306, 426）。tobo-
toboはナス科ナス属の灌木 Solanum aculeastrumで（Troupin 1985: 376; 
Coupez et al. 2005: 2559）、秘典では「即位の道」21、58（宇野 2012: 58–59, 
64）にのみ出てくる。秘典での-rembeの用例を見ると、「Gicuraasi月の道」58
（「ニガウリと umurembeを王権太鼓の上に置く」）では喪明けの象徴（宇野
2016: 225）、「X. 戦争の道」24（ニガウリなど多くの植物と）および 141–144
（「ニガウリと umurembeを Karinga鼓や他の王権太鼓たちの上に置く」）では
戦勝の象徴である（d’Hertefelt & Coupez 1964: 158–159）。
86 ［233］ ishyoza: 不詳の植物（-shyoza 5, 6）。秘典では「初穂の道」のここと、「火
の道」110に名前があるが、用法は書いてない。民間医療では、ishyozaは鎮静





























87 ［247］「umuramaの薪」： -rama 3, 4はイチジクの一種。あるいはシクンシ科ヨ

















































































num aculeastrum（Coupez et al. 2005: 1893）。
90 ［327］「槽（-vure）」：木をくりぬいた舟状の槽で、数人用の皿、バナナ酒用の
ジュースを絞る容器、あるいは子牛の飼葉槽などとして用いる（Coupez et al. 
2005: 2765; 図 Pauwels 1969: 86, g. 15, 10）。
91 ［330］「そこに住み着く（bakiicara）」：（-iicar-）Cyirima祠の世話をするため。





























るために各牛軍が提供した牛の群の名前（Kagame 1952: 48; Kagame 1961: 9; d’
Hertefelt & Coupez 1964: 447）。
95 ［351］「牛軍 Insanga」：王朝創始者 Gihangaが所有した牛の直接の子孫とされ
る牛軍で、宮廷儀礼家の序列で第三位を占める ZigaabaクランHeekaリニジが





















































を注で指摘しただけである（Newbury 1981: 100, note 5）。d’Hertefelt & 
Coupez（1964）に至っては、「初穂の道」の解説で、日程のずれに触れない
ばかりか、初穂儀礼は「kamena月に完了した」と、「道」本文とは異なる









回の祭で祝うようになったという（Pagès 1933: 500; Gorju 1938: 42; Pauwels 
1969: 77）。Pagès（1883–1951）はルワンダで 42年間布教し、うち 26年間

























































季節 陰暦月 西暦月 農業暦 Pagès Kagame Bourgeois 「初穂の道」
???









































































り、またソルガム導入以前の初穂祭の名残でもあった（Kagame 1959: 63–64; 
Kagame 1975: 17）。Bourgeoisの場合、この語は動詞 kurora「初めて見る」
「発見する」から派生した名詞で、具体的にはWeerurwe月（4月）に Bum-
bogoから都に運ぶソルガム・シコクビエの未熟の穂 20 kgほどを指していた






交）を行った」と述べている（d’Hertefelt & Coupez 1964: 50, 79, 308）。
恐らく、作物が順調に生育している場合は Bourgeoisや d’Hertefelt & 
Coupezの解釈でいいのだろう。しかし問題は、umuroranoを見て、作物は
全くの凶作ではないが 101収穫・初穂祭の予定月（「初穂の道」と Bourgeois











































（Chrétien 1982: 155; cf. Chrétien 1979）。これは単に rwirabura月が悪い月だか
ら umuganuro（播種祭）を祝うのを避けただけかもしれないが、ブルンジの類
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